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 鹿児島県内の学校からの申込みは，各学校で取り
まとめ，市町村教育委員会，教育事務所を通じて提
出してください。なお，鹿児島市内の学校は鹿児島
市教育委員会を通じて，県立学校は直接，県総合教
育センターへ提出してください。 
（平成27年10月27日付け鹿教セ第162号を参照） 

昨年度の全体会の様子から 

9:00 9:30 12:00 13:00 16:30 16:35 

Ⅰ Ⅱ 

【申込締切】 
・市町村立学校から市町村教育委員会へ 

  …市町村教育委員会が指定した期日 
・市町村教育委員会から教育事務所へ 

  …各教育事務所が指定した期日 
・鹿児島市，県立学校，教育事務所等から教育センターへ    
  …12月11日（金） 



特別支援学校における一貫性・系統性のある指導
の在り方に関する研究Ⅱ 
－知的障害のある児童生徒の指導目標の設定及び
指導内容の選択・組織の工夫－ 

＜研究主題＞ 

 指導者間で指導内容・指導方法等を共有し，発達の
段階や学習の履歴を踏まえた一貫性・系統性のある指
導の在り方について発表します。 

  

研究発表Ⅱ（特別支援教育研修課） 

調査報告（教職研修課） 

情報活用能力の育成に関する研究Ⅱ 
－言語活動の充実に資するＩＣＴ活用の在り方－ 

＜研究主題＞ 

 情報活用能力の育成を目指す学習過程「しらべる」，「ま
とめる」，「いかす」場面ごとのＩＣＴ活用と言語活動の充
実との関連，言語活動の充実に役立つＩＣＴ活用の在り方に
ついて発表します。 

研究発表Ⅰ（情報教育研修課） 

９：３０～１２：００ 

１３：００～１６：３５ 

教職員のニーズを踏まえた効果的・効率的な研修
の構築に関する研究Ⅱ 

＜研究主題＞ 

長期研修者の募集 高等学校情報教育継続研修者の募集 
１ 長期研修の趣旨 
  各教科等に関する教育実践上の課題を踏まえた 
 研究主題について研究に取り組ませるとともに， 
 教育全般について研修等を実施し，教員としての 
 資質を高め，本県教育の充実・発展に寄与する人 
 材の育成を図る。 
 
２ 研修期間 
  平成28年４月１日から平成29年３月31日まで  
  （１年間） 
 
３ 募集人員（予定） 
  11人（小学校５人，中学校３人， 
  高等学校２人，特別支援学校１人） 

１ 継続研修の趣旨 
  急速に進展する情報化に対応した情報教育を 
 推進するために，通年により継続的に専門的研 
 修を行い，最新の情報や技術の習得を図ること 
 により，情報教育の充実に資する。 
 
２ 研修期間 
  平成28年５月から平成29年２月までの期間に 
 おける金曜日（年間20回の実施）  
  
３ 募集人員（予定） 
  11人（県立・市立） 
 
 

研究発表Ⅰの助言者 
 鹿児島大学 名誉教授 園屋 高志 先生 

第１分科会 第２分科会 第３分科会 第４分科会 第５分科会

国　語　科 社会・地歴・公民科 算数・数学科 理　　　科 外国語活動，外国語科

第６分科会

情 報 教 育

第７分科会

特別支援教育

第８分科会

教 育 相 談

課題を解決するために必要な資質・能力を育成する授業に関する研究 
－主体的・協働的に学ぶ学習の工夫を通して－ 

＜研究主題＞（教科教育研修課） 

 各教科に分かれて，校種や
各教科等の特性を踏まえた主
体的・協働的な学習活動の在
り方及びその手立てについて 
協議します。 

  

 午前の発表に引き続き，言語活動の充実と関連したＩＣＴ活用の在り方，学校のＩＣＴ活用の在り方，学校
のＩＣＴ環境をどう生かすかという視点による児童生徒の情報活用能力の育成について，デジタルノートを活
用した協議を行います。  

 午前の発表に引き続き，チェックリスト等を活用した実態把握，具体的な指導目標の設定，全体指導計画や
個別の指導計画を踏まえた指導内容の選択・組織，改善につながる評価の工夫等について協議します。 

児童生徒の豊かな人間関係づくりに関する研究 
－ＳＮＳの利用による友人関係への影響に着目して－ 

＜研究主題＞（教育相談課） 

研究発表Ⅱの助言者 
 鹿児島大学教育学部 准教授  片岡 美華 先生 

  
 ＳＮＳの利用が友人関係に及ぼす影響について，その現状と課題を明らかにするとともに，豊かな人間関係づくりの指導・援助の在
り方について協議します。 

 教職員の資質・能力の向上及び「学び続ける教師」
としての意識の高揚を目指して，教育的ニーズや教育
の動向等に関する情報を踏まえ，より効果的・効率的
な研修について報告します。 

中間発表会の様子 動画編集研修のための撮影 
普通教科担当者  大歓迎!! 



平成27年10月28日(水) 

公開当日の様子 

 
｢思考力・判断力・表現力｣を育成する学習指導 
 －「判断基準」の設定による指導法の改善Ⅲ－ 

研究主題 

 音の大小や高低による波形の特徴を視覚
的に確かめた理科の授業 

平成27年11月４日(水) 

公開当日の様子 

 
思考力・判断力・表現力の効果的な育成を目指した
授業改善 
 －アクティブ・ラーニングの実践を通して－ 

研究主題 

 一人一人の考えを出し合い，グループ
の意見としてまとめていた国語の授業 

公開当日の様子 

 
既習事項を生かし，自ら考え，仲間とともに新たな
学びを創造する子どもの育成 
 －学年別複式算数科学習指導の充実を目指して－ 

研究主題 

 計算の仕方を文章で順序立てて書くこ
とで，思考の様子が分かる算数の授業 

平成27年11月13日(金) 

公開当日の様子 

 
問いをもち，主体的に学ぶ子どもを育てる 
授業づくりⅡ              
 －自己の変容を実感できる学習指導－ 

研究主題 

平成27年10月23日(金)中間公開研究会 

 
つながりが感じられる授業づくり 
 －子どもが「やりたい」，「やればできる」， 
  「やりがい」を感じる授業実践を通して－ 

研究主題 
平成28年２月10日(水)開催！ 

多くの御参加をお待ちしています。 

 作戦ボードやタブレット端末を活用して
作戦のポイントを確認し合った体育の授業 
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耐震補強工事に伴う 
施設利用について 

 平成27年10月から平成28年３月末の間，当センター施設の耐震
補強工事を行います。一部立ち入ることができない施設等があり，
また，研修中に工事音がする場合があります。 
 皆様には当分の間，御迷惑をお掛けしますが，御理解をお願い
いたします。 

当センターWebページのトップ画面 

 当センターのWebサイトには平成13年度以降の指導資料
を掲載しています。 
 明日からの実践にすぐに役立つこの指導資料を，是非，
活用してください。 

教科等名（教科等番号）
対象校種

国語（第134号）

小・特支

社会（第127号）

小・特支

数学（第142号）

高・特支

理科（第302号）

小・特支

理科（第303号）

中・特支

理科(物理)(第304号)

小・中・高・特支

美術，芸術(美術)(第42号)

小・中・高・特支

外国語(英語) (第79号) 読解における多様な指導の在り方

高・特支 　－内容理解の視点から－

外国語(英語) (第80号)

高・特支

道徳（第31号） 学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育

小・中・特支 　－各教科等で行う道徳教育の進め方－

幼児教育（第18号）

幼・小・特支

情報教育（第136号） 情報モラルの指導

小・中・高・特支 　－スマートフォンを安心・安全に利用するために－

情報教育（第137号）

高・特支

特別支援教育 (第181号)

小・中・特支

特別支援教育 (第182号)

小・中・高・特支

特別支援教育 (第183号)

幼・小・中・特支

生徒指導（第67号） 規範意識を内面化させる指導の工夫

小・中・高・特支 　－いじめを行った児童生徒への対応－

  教育相談（第135号）  

小・中・高・特支

否定的な自動思考を繰り返す児童生徒への認知行動療法のアプ
ローチ

高等学校における知的財産教育の推進

障害が重度で重複している児童生徒に対する自立活動の指導

認知の特性に応じた漢字の読み書きに関する指導・支援の在り
方

特別支援学級における生活単元学習の進め方の工夫

小・中・高等学校のつながりを考慮した，力のつり合いの指導
の工夫

鑑賞の能力を高める指導法の工夫

コミュニケーションにつながる文法指導

幼児期の思考力の芽生えを育む教師の関わり

標   題

社会的事象の意味について考える力を育成する小学校社会科の
授業改善

「学び直し」を生かした複素数平面の指導法

推論する能力を育成する小学校理科学習指導の工夫

「地球と宇宙」単元における科学的な思考力，表現力を育成す
る指導の工夫

思考力・判断力・表現力を育成する小学校国語科「読むこと」
の 授業改善　－「学びの羅針盤」，「学力向上支援Webシステ
ム」を活用した授業展開－


